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表紙写真の説明
　広島大学放射光科学研究セ
ンターの小型光源リング
HiSORに挿入されている
APPLE-II 型準周期可変偏光
アンジュレータ．磁場周期長
は76 mm，全長は約1.8 m．
写真はギャップ全開（200 
mm），磁石位相0（水平直線
偏光モード）の状態で撮った．
準周期化は，各磁石列中６ヶ
所の磁石をビーム軸から遠ざ
けることにより行った．この
準周期化により，放射スペク
トル中での高次光ピーク位置
が基本波の整数倍から無理数
倍の位置にシフトし，直線偏
光モードでもモノクロメータ
を通った後の光の単色性が周
期的アンジュレータからのそ
れより大幅に改善された．こ
のアンジュレータでは，最小
ギャップ（23 mm）時に水平
偏光モードで3.1 eV，円偏
光モードで4.8 eV，垂直偏
光モードで6.5 eVの光子エ
ネルギーの放射光を発生でき
る．詳細は本誌記事参照．
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